
細く加工した撚線（よりせん）が強み強みの３技術を生かした部品

一定の張力を
保ちながら作業する

カスタマイズ製造が可能な磁石加工

新設された第２工場ヒンジの開閉試験
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通
常
の
電
線
か
ら

撚
り
加
工
に
転
換

　

昭
和
21
年
に
大
阪
市
天
王
寺
区
で
「
遠
藤
電
線
」

と
し
て
創
業
し
た
。
創
業
当
初
は
通
常
サ
イ
ズ
の

電
線
を
生
産
し
て
い
た
が
、
電
線
の
被
覆
作
業
は

コ
ス
ト
が
か
か
る
こ
と
も
あ
り
、
生
き
残
り
を
図
る

た
め
、
細
い
銅
線
を
ま
と
め
て
撚よ

り
せ
ん線
に
加
工
す
る

仕
事
に
転
換
し
た
。

　

そ
の
後
、
業
容
拡
大
に
伴
っ
て
本
社
を
大
阪
市

生
野
区
に
移
転
・
拡
張
。
昭
和
61
年
に
大
阪
府

富
田
林
市
の
現
在
地
に
移
転
し
た
。
調
達
し
た

細
い
銅
線
を
使
い
、
太
い
撚
線
に
加
工
し
て
い
る
。

手
が
け
た
撚
線
は
被
覆
を
外
注
し
た
の
ち
、
産
業

用
ロ
ボ
ッ
ト
の
ア
ー
ム
部
分
や
医
療
機
器
な
ど
に

使
わ
れ
て
い
る
。

強 み

折
り
曲
げ
て
も
亀
裂
が

入
り
に
く
い
製
品
を
生
産

　

０・０
３
㎜
―
０・１
２
㎜
と
細
い
銅
線
を
撚
り
、

そ
の
１
０
０
―
２
０
０
本
を
１
つ
に
束
ね
、
撚よ

り

機き

を

使
用
し
て
太
い
撚
線
に
し
て
い
る
。
熟
練
し
た
技
術

を
持
つ
社
員
が
、
銅
線
に
一
定
の
張
力
を
保
ち
な
が

ら
作
業
に
あ
た
る
。
自
社
で
銅
線
を
ボ
ビ
ン
に
巻
い

て
お
り
、
巻
き
具
合
や
撚
機
に
セ
ッ
ト
す
る
ボ
ビ
ン

の
位
置
決
め
な
ど
の
細
か
な
作
業
の
一
つ
ひ
と
つ

や
自
作
の
口
金
が
製
品
の
出
来
を
左
右
す
る
。

　

そ
う
し
て
で
き
あ
が
っ
た
製
品
は
機
器
に
配
線

す
る
場
合
に
、「
折
り
曲
げ
た
時
に
亀
裂
が
入
り

に
く
く
、
軟
ら
か
く
配
線
を
収
め
や
す
い
」
と
石
原

年
晃
社
長
は
特
徴
を
説
明
す
る
。
ひ
ね
り
回
数
を

多
く
し
た
銅
線
を
使
っ
て
撚
線
を
つ
く
り
、
よ
り

耐
久
性
の
高
い
製
品
を
生
み
出
し
て
い
る
。

設備
投資

将
来
の
需
要
増
を
見
込
み

工
場
を
取
得

　

本
社
は
、
大
阪
府
富
田
林
市
の
企
業
団
地
に

位
置
し
て
い
る
。
平
成
28
年
に
第
２
工
場
を
稼
働

業務
内容

複
合
部
品
を
開
発
か
ら
試
作
、

量
産
ま
で
一
貫
で

　

Ｏ
Ａ
機
器
、
住
宅
設
備
、
照
明
、
精
密
機
器
な
ど
の

メ
ー
カ
ー
へ
、
機
構
部
品
や
複
合
部
品
を
供
給
す
る

企
業
。
多
分
野
に
複
雑
で
高
度
な
部
品
を
提
供
で
き
る

背
景
に
は
、
メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
・
磁
気
・
熱
の
３
分
野

で
技
術
を
深
化
さ
せ
て
き
た
歴
史
が
あ
る
。

　

メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
分
野
で
は
重
い
フ
タ
を
支
え
て

軽
い
力
で
開
け
ら
れ
る
特
殊
ヒ
ン
ジ
を
得
意
と
し
、

磁
気
分
野
で
は
磁
場
解
析
に
よ
る
高
度
な
設
計
に

対
応
。
熱
分
野
で
は
電
子
部
品
や
精
密
機
械
の
熱

対
策
に
フ
ォ
ー
カ
ス
し
、
熱
解
析
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

の
環
境
を
整
え
て
い
る
。
国
内
だ
け
で
な
く
中
国
と

タ
イ
に
製
造
拠
点
を
展
開
し
顧
客
の
海
外
進
出
や

適
地
生
産
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
（
事
業
継
続
計
画
）
対
策
の
ニ
ー

ズ
に
も
応
え
、
開
発
か
ら
試
作
、
量
産
ま
で
一
貫
体
制

を
構
築
し
て
い
る
。

強 み

メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス・磁
気・熱
の

技
術
を
融
合

　
メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
・
磁
気
・
熱
の
各
分
野
に
設
計
者
を

配
置
。
流
動
解
析
や
強
度
解
析
、
磁
場
解
析
、
熱
解
析

な
ど
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
結
果
に
経
験
を
加
え
る
こ
と

で
顧
客
の
気
づ
い
て
い
な
い
と
こ
ろ
ま
で
を
提
案
す
る
。

　

ま
た
、
単
一
技
術
特
化
型
の
企
業
で
は
不
可
能
な
多

角
的
な
検
証
に
よ
り
複
数
の
技
術
を
融
合
し
た
部
品
の

提
供
や
、
速
や
か
な
問
題
解
決
法
を
提
示
で
き
る
の
が

強
み
。
顧
客
の
要
望
を
加
味
し
た
部
品
設
計
や
モ
ジ
ュ

ー
ル
・
ユ
ニ
ッ
ト
設
計
、
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
を
実
現
し
て

い
る
。
工
数
削
減
や
品
質
向
上
に
貢
献
す
る
こ
と
で
信

頼
を
得
て
次
の
仕
事
へ
と
つ
な
げ
て
い
る
た
め
、
取
引

の
歴
史
が
長
い
顧
客
が
多
い
の
も
特
徴
で
あ
る
。

独自
技術

複
雑
な
着
磁
技
術
で

他
社
を
圧
倒

　

磁
石
に
お
い
て
は
、
数
あ
る
磁
石
加
工
メ
ー
カ
ー
の

中
で
も
技
術
で
群
を
抜
く
。
素
材
や
形
状
を
変
え
る

し
、
新
た
な
撚
機
を
導
入
し
た
。
新
た
な
撚
機
は

よ
り
細
い
銅
線
を
絡
む
こ
と
な
く
、
加
工
で
き
る

特
徴
が
あ
る
。
ま
た
将
来
の
増
設
を
見
込
み
、

平
成
29
年
に
近
隣
の
遊
休
工
場
を
取
得
し
た
。

石
原
社
長
は
、「
本
社
の
近
隣
は
人
気
が
あ
り
、

ひ
と
ま
ず
押
さ
え
て
お
く
こ
と
に
し
た
」
と
話
す
。

　

現
在
は
倉
庫
と
し
て
活
用
し
て
い
る
が
、
ロ
ボ
ッ
ト

用
ケ
ー
ブ
ル
の
需
要
が
急
激
に
伸
び
つ
つ
あ
り
、

工
場
が
稼
働
す
る
時
期
は
そ
う
遠
い
将
来
で
は

な
さ
そ
う
だ
。

今後の
展望

新
た
な
用
途
を
視
野
に

　

今
後
は
軟
ら
か
い
撚
線
を
展
開
す
る
こ
と
で
、

こ
れ
ま
で
と
は
異
な
る
販
路
の
拡
大
に
つ
な
げ
て

い
く
。
以
前
か
ら
生
産
す
る
撚
線
は
ロ
ボ
ッ
ト
の

ア
ー
ム
部
分
に
採
用
さ
れ
て
い
る
が
、
従
来
は
固
定

用
に
限
定
さ
れ
て
い
た
。
だ
が
、
可
動
用
と
し
て

の
採
用
も
見
込
ん
で
お
り
、「
信
号
を
発
信
で
き
る

パ
ワ
ー
ケ
ー
ブ
ル
向
け
に
も
期
待
し
て
い
る
」
と

石
原
社
長
は
話
す
。

　

ま
た
工
場
の
生
産
工
程
の
最
適
化
や
省
力
化

な
ど
を
背
景
と
し
た
Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）
の
採
用

拡
大
や
工
場
の
自
動
化
が
、
ロ
ボ
ッ
ト
向
け
が
中
心

の
撚
線
事
業
の
成
長
の
追
い
風
と
な
る
と
見
て

い
る
。
将
来
を
見
据
え
て
生
産
体
制
を
整
え
、

商
機
を
狙
う
。

だ
け
で
な
く
、
形
状
・
素
材
が
同
じ
物
で
も
着
磁
方
向

や
方
法
が
違
え
ば
、
ま
っ
た
く
異
な
る
用
途
に
使
え
る

の
が
磁
石
の
世
界
。

　

下し
も
に
し西
孝
社
長
は
「
複
雑
な
着
磁
に
挑
戦
で
き
る

メ
ー
カ
ー
は
全
国
的
に
見
て
も
極
め
て
少
な
い
」
と

技
術
の
優
位
性
に
言
及
す
る
。
最
適
な
磁
石
素
材
や

加
工
方
法
を
選
定
し
、
豊
富
な
磁
場
解
析
事
例
を

活
用
し
て
、
吸
着
・
磁
束
利
用
、
セ
ン
シ
ン
グ
な
ど

に
幅
広
く
対
応
し
て
い
る
。
磁
気
の
吸
着
の
強
弱
は

も
ち
ろ
ん
、
部
分
的
な
磁
力
の
集
中
や
精
密
な
多
極

着
磁
技
術
を
用
い
て
競
合
他
社
と
の
差
別
化
を
図
り
、

独
自
の
市
場
を
構
築
し
て
い
る
。

今後の
展望

開
発
し
た
自
社
製
品
で

世
界
市
場
の
拡
大

　

近
年
、
注
力
し
て
い
る
の
が
自
社
製
品
の
開
発
。

平
成
29
年
秋
に
は
、
Ｏ
Ａ
機
器
・
印
刷
機
の
重
送
検
知

や
検
査
機
器
・
加
工
機
械
の
寸
法
変
化
を
検
知
で
き
る

磁
気
式
変
位
セ
ン
サ
ー
を
発
売
し
た
。
測
定
子
の
位
置

が
磁
束
の
量
を
変
化
さ
せ
、
そ
の
変
位
を
検
出
す
る
。

バ
ネ
に
よ
る
付
勢
力
が
あ
り
、
シ
ー
ト
状
物
の
搬
送

状
態
に
レ
ス
ポ
ン
ス
よ
く
追
従
す
る
。

　
一
般
的
に
使
用
さ
れ
る
超
音
波
セ
ン
サ
ー
の
代
替

を
狙
っ
た
製
品
で
、
大
幅
な
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
を
実
現
。

発
信
と
受
信
の
２
ユ
ニ
ッ
ト
が
必
要
な
超
音
波
セ
ン
サ
ー

に
比
べ
て
体
積
が
約
半
減
し
、
配
置
後
の
位
置
調
整
も

不
要
と
な
る
。
す
で
に
中
国
や
欧
米
、
台
湾
で
特
許

を
取
得
し
て
お
り
、
世
界
的
に
拡
販
す
る
考
え
だ
。

三洋電線 株式会社下
し も に し

西技研工業 株式会社

細
く
強
い
電
線
を

産
業
用
ロ
ボ
ッ
ト
に
も
提
案

メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
・
磁
気
・
熱

３
つ
の
技
術
で
部
品
提
案

http://www.sanyo-electricwire.jp/http://www.simotec.co.jp/

◦住　所	 〒584-0022	
	 富田林市
　　　　　中野町東2-5-50
◦ＴＥＬ	 0721-24-1245
◦ＦＡＸ	 0721-24-1248
◦創　業	 昭和21年4月
◦設　立	 昭和22年3月
◦資本金	 3,000万円
◦従業員	 17名

◦住　所	 〒578-0981	
	 東大阪市
　　　　　島之内2-4-16
◦ＴＥＬ	 072-966-6131
◦ＦＡＸ	 072-966-6133
◦創　業	 平成2年5月
◦設　立	 平成2年5月
◦資本金	 3,000万円
◦従業員	 54名

主な事業内容
電気用銅極細線撚り加工

主な取引先（納入先）
弱電メーカー

主な事業内容
精密機器部品（メカトロニクス・
磁気・熱）の設計、開発、製造

主な取引先（納入先）
ＯＡ機器メーカー、住宅設備
メーカー、医療機器メーカー、
家電メーカーなど

昭和２１年に大阪市天王寺区で「遠藤電線」として創業。昭和
２４年３月に「三洋電線」に社名変更。昭和３６年に大阪市
生野区に移転し、昭和６１年に大阪府富田林市に移転しま
した。「銅極細線業界においてトップになろう」をモットーに
「細く長く」を経営方針に掲げます。

平成２年に東大阪で創業しました。社是は「Ｃｒｅａｔｅ（創造せよ）」。もの
づくりの技術を磨き、新たなものに挑戦して本質を極めていくという想いを
込めています。メカ製品から始まり、開発から設計、製造まで一気通貫で
作る部品で勝負したいと考えた結果、メカトロニクス・磁気・熱の３技術に
たどり着きました。複合技術を駆使したモジュール部品で顧客に貢献します。

代表取締役	石原 年晃さん代表取締役	下
し も に し

西 孝さん

当 歴の社 史当 歴の社 史

3031

部
品
・
部
材

部
品
・
部
材

三
洋
電
線
株
式
会
社 

富
田
林
市

部
品
の
製
造
、銅
線
、撚
線
、編
組
線

下
西
技
研
工
業
株
式
会
社 

東
大
阪
市

精
密
機
器
部
品
の
設
計
、開
発
、製
造


